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GW中に大きく動いた金利 

 日本のGW連休中、グローバル金融市場は急変しま
した。特に目立ったのは欧米の長期金利の急上昇
（債券価格は急落）で、債券投資家にとっては大き
な痛手となりました。 

 金利が急上昇した背景の一つとして、ドイツ金利
があまりに低くなり過ぎたためと言われています。
債券王の異名を持つ著名投資家も「ドイツ10年国債
は空前絶後の売り機会」と指摘しており、債券バブ
ル懸念も生じています。 

 また、米国ではイエレンFRB*議長が「米国長期金
利が非常に低い。利上げ後に長期金利急騰の可能性
がある」というメッセージを発信しました(5月6日)。 

 市場が混乱したGW中の金利上昇ですが、これは金
利トレンドの潮目が変わった可能性を示しています。 

【各国10年債金利】 

出所：ブルームバーグ  
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目で見る金利 ～米国債金利の変遷～ 

2年債金利: 0.63%  
(2015年5月8日時点) 

(年) 

(年) (年) 

(年) 

出所： ブルームバーグ 期間：1989年1月~2015年5月8日 過去のデータは将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。 

10年債金利: 2.15%  
(2015年5月8日時点) 

5年債金利: 1.54%  
(2015年5月8日時点) 

政策金利: 0.25%  
(2015年5月8日時点) 

No.5 

*米連邦準備制度理事会 
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